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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第45期
第１四半期

連結累計(会計)期間

第46期
第１四半期

連結累計(会計)期間
第45期

会計期間
自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日

自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日

自 平成20年７月１日
至 平成21年６月30日

売上高 (千円) 5,778,845 5,915,565 27,602,027

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △405,912 105,043 1,058,387

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △408,731 219,915 858,634

純資産額 (千円) 3,375,562 4,833,627 4,611,658

総資産額 (千円) 21,469,527 20,251,988 19,066,531

１株当たり純資産額 (円) 364.13 521.70 497.74

１株当たり四半期(当期)
純利益又は１株当たり
四半期純損失(△)

(円) △44.09 23.74 92.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 15.7 23.9 24.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,949,970 △418,945 1,852,655

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △84,520 5,374 △562,033

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,892,466 656,482 △1,518,548

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 339,120 496,131 253,219

従業員数
(外  平均臨時従業員数)

(名) 922(974) 883(901) 884(929)

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は潜在株式がないため、また、第45期第１四半期連結累計(会

計)期間は四半期純損失を計上しているため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関連会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関連会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

  平成21年９月30日現在

従業員数(名) 883(901)

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数の(外書)は臨時従業員数の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人数であります。

　

(2) 提出会社の状況

  平成21年９月30日現在

従業員数(名) 731(758)

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数の(外書)は臨時従業員数の当第１四半期会計期間の平均雇用人数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

食品製造販売事業 6,086,417 103.6

(注)  生産高は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

(食品製造販売事業)

見込生産を行っているため該当事項はありません。

(その他の事業)

該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

食品製造販売事業 5,852,627 102.5

その他の事業 62,937 89.6

合計 5,915,565 102.4

(注)  上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)  経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策による経済効果への期待などか

ら景気の底打ちの兆しが見え始めたものの、雇用環境の不透明感などから依然として消費者の生活防

衛意識は高く、引き続き厳しい状況で推移いたしました。

食品業界におきましても、厳しい雇用情勢を背景に消費者の節約志向ならびに低価格志向が一層顕

著となり、経営環境は厳しいまま推移いたしました。

このような環境の中、当社グループでは「安全・安心」を最優先とし、市場動向ならびに消費者動向

に即応した販促施策に加えて原価低減に取り組んでまいりました。

当第１四半期連結会計期間の経営環境につきましては、原材料費及び燃料費等の価格動向に沈静化

がみられたものの、激しい販売競争が継続するなど引き続き厳しい状況の下で推移いたしました。こう

した中で、当社グループでは生産・販売両面において全般的な業務改善に取り組んだ結果、営業利益・

経常利益ならびに当期純利益につきましては前年同四半期と比較して増益を確保することができまし

た。

当社グループにおける事業の種類別セグメント毎の経営成績の概況は以下の通りであります。

①  食品製造販売事業

（水産練製品・惣菜部門）

当部門におきましては、競合企業との競争激化に加えて個人消費の鈍化による低価格化がさらに進

むなど依然として厳しい状況で推移いたしました。

主な商品の販売動向といたしましては「蒲鉾」「竹輪」「オホーツク」部門が総じて順調に推移し

前年同四半期を上回る実績で推移いたしました。

一方、「はんぺん」「揚物」「シーサラダ」部門につきましては、主力商品のＣＭ投入ならびに増量

セール等の拡販施策を実施したものの全般的な消費マインドの冷え込みなどの影響もあり前年同四半

期を下回る結果となりました。

以上の結果、当部門全体の売上高は50億52百万円（前年同四半期比１億69百万円(3.5％)の増加）と

なりました。

（きのこ部門）

当部門におきましては、７月中旬以降の日照不足などによる野菜相場の高騰により菌茸類の需要増

加がみられたものの８月下旬からの好天による相場下落などもあり、市場環境は大きく変動する中で

推移いたしました。

このような環境の中、当部門におきましては販売チャネルの多様化と取引先に対する販売促進活動

などの強化により、市況に影響されない営業活動に努めてまいりました。

以上の結果、当部門の売上高は７億49百万円（前年同四半期比６百万円(0.9％)の増加）となりまし

た。

（運送・倉庫部門）

運送部門におきましては、営業活動の強化に取り組んでまいりましたが、景気後退に伴う全般的な荷

動き低下などの影響を受け、輸送量が減少し前年同四半期を下回る売上高実績となりました。

倉庫部門におきましては、スリミの保管数量ならびに入庫数量の減少に加えて、一般貨物の入庫量も

減少したことにより前年同四半期を下回る売上高実績となりました。

以上の結果、当部門の売上高は50百万円（前年同四半期比31百万円(38.8％)の減少）となりました。
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②  その他の事業

ゴルフ場経営部門におきましては、来場者数の増加を図るべく新規顧客開拓ならびに販促企画提案

による営業強化への取り組みを実施してまいりましたが、近隣競合コースの低価格戦略などの影響も

受け、前年同四半期を下回る売上高実績となりました。

以上の結果、当部門の売上高は62百万円（前年同四半期比７百万円(10.4％)の減少）となりました。

　

(２)  財政状態の分析

①  流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は59億56百万円（前連結会計年度末比11億98

百万円の増加）となりました。これは主に季節的要因による受取手形及び売掛金の増加、需要期に備え

た商品及び製品、仕掛品ならびに原材料及び貯蔵品の増加によるものであります。

②  固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は142億95百万円（前連結会計年度末比12百

万円の減少）となりました。これは主に減価償却進行による有形固定資産の減少及び保有する株式の

時価回復に伴う投資有価証券の増加によるものであります。

③  流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は107億93百万円（前連結会計年度末比４億

63百万円の増加）となりました。これは主に支払手形及び買掛金の増加によるものであります。

④  固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は46億25百万円（前連結会計年度末比４億99

百万円の増加）となりました。これは主に、長期借入金の増加によるものであります。

⑤  純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増

加、保有する株式の時価回復に伴うその他有価証券評価差額金の増加等により48億33百万円（前連結

会計年度末比２億21百万円の増加）となり、自己資本比率は前連結会計年度末の24.2％から23.9％と

なりました。

　

(３)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は４億

96百万円となり、前連結会計年度末と比較して２億42百万円の増加となりました。

①  営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により支出した資金は４億18百万円(前年同四半期比15億31百万円の減少)となりました。

これは主に売上債権の増加及びたな卸資産の増加によるものであります。

②  投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により得られた資金は、５百万円(前年同四半期は84百万円の支出)となりました。これは主

に定期預金の減少及び有形固定資産の取得による支出によるものであります。

③  財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により得られた資金は、６億56百万円(前年同四半期比12億35百万円の減少)となりました。

これは主に長期借入れによる収入及び長期借入金の返済によるものであります。

　

(４)  研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は55,240千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更ならびに重要な計画の変更はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,200,000

計 32,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,295,000 9,295,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は
1,000株であります。

計 9,295,000 9,295,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

  平成21年７月１日～
平成21年９月30日

─ 9,295,000 ─ 940,000 ─ 650,000

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年６月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

  平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式    25,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,213 同上
  9,213,000

単元未満株式
普通株式

― 同上
      57,000

発行済株式総数 9,295,000― ―

総株主の議決権 ― 9,213 ―

(注) 単元未満株式には、自己株式が942株含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

  平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
一正蒲鉾株式会社

新潟市東区津島屋
７丁目77番地

25,000─ 25,000 0.27

計 ― 25,000─ 25,000 0.27

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
７月 ８月 ９月

最高(円) 470 525 501

最低(円) 434 444 490

(注)  最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）は改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び

当第１四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸

表規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第１四半

期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有

限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 887,718 672,425

受取手形及び売掛金 2,747,026 2,254,802

商品及び製品 462,065 353,496

仕掛品 456,154 269,359

原材料及び貯蔵品 1,261,022 1,092,177

その他 153,340 126,391

貸倒引当金 △10,579 △10,288

流動資産合計 5,956,748 4,758,364

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 5,373,671

※１
 5,454,287

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 2,273,378

※１
 2,298,062

工具、器具及び備品（純額） ※１
 165,485

※１
 163,369

土地 4,220,894 4,220,894

リース資産（純額） ※１
 5,177

※１
 5,469

有形固定資産合計 12,038,606 12,142,083

無形固定資産 238,016 239,337

投資その他の資産

投資有価証券 1,474,753 1,379,917

その他 613,109 651,805

貸倒引当金 △69,247 △104,978

投資その他の資産合計 2,018,615 1,926,744

固定資産合計 14,295,239 14,308,166

資産合計 20,251,988 19,066,531

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,454,420 1,124,101

短期借入金 7,858,992 7,721,292

未払法人税等 81,736 217,406

賞与引当金 165,245 77,557

未払金及び未払費用 1,072,806 1,058,688

その他 159,997 130,592

流動負債合計 10,793,197 10,329,638

固定負債

長期借入金 3,942,657 3,330,315

役員退職慰労引当金 402,969 393,507

その他 279,537 401,411

固定負債合計 4,625,163 4,125,234

負債合計 15,418,360 14,454,873
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 940,000 940,000

資本剰余金 650,000 650,000

利益剰余金 3,054,409 2,885,473

自己株式 △15,168 △15,168

株主資本合計 4,629,240 4,460,304

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 204,387 151,353

評価・換算差額等合計 204,387 151,353

純資産合計 4,833,627 4,611,658

負債純資産合計 20,251,988 19,066,531
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 5,778,845 5,915,565

売上原価 4,736,314 4,275,036

売上総利益 1,042,531 1,640,529

販売費及び一般管理費 ※１
 1,409,705

※１
 1,517,700

営業利益又は営業損失（△） △367,174 122,829

営業外収益

受取利息 630 469

受取配当金 2,606 2,551

受取賃貸料 5,777 5,694

受取手数料 － 6,291

雑収入 11,364 9,068

営業外収益合計 20,379 24,074

営業外費用

支払利息 59,117 41,676

雑損失 － 184

営業外費用合計 59,117 41,861

経常利益又は経常損失（△） △405,912 105,043

特別利益

固定資産売却益 6,241 1,217

貸倒引当金戻入額 4,784 6,096

特別利益合計 11,025 7,313

特別損失

固定資産除却損 1,986 7,281

その他 52 －

特別損失合計 2,039 7,281

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△396,926 105,075

法人税、住民税及び事業税 11,050 75,555

法人税等調整額 755 △190,395

法人税等合計 11,805 △114,840

四半期純利益又は四半期純損失（△） △408,731 219,915
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△396,926 105,075

減価償却費 276,163 254,004

のれん償却額 2,176 938

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,784 △35,440

賞与引当金の増減額（△は減少） 90,471 87,687

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △21,166 9,461

受取利息及び受取配当金 △3,236 △3,020

支払利息 59,117 41,676

固定資産売却損益（△は益） △6,241 △1,217

固定資産除却損 1,986 7,281

売上債権の増減額（△は増加） △295,317 △459,556

たな卸資産の増減額（△は増加） △700,982 △464,208

仕入債務の増減額（△は減少） △938,836 330,318

その他 19,537 △88,877

小計 △1,918,038 △215,877

法人税等の支払額 △31,932 △203,067

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,949,970 △418,945

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 21,437 27,618

有形固定資産の取得による支出 △102,563 △21,993

有形固定資産の売却による収入 9,933 1,278

無形固定資産の取得による支出 △5,714 －

投資有価証券の取得による支出 △1,438 △1,457

利息及び配当金の受取額 3,330 3,822

その他 △9,507 △3,893

投資活動によるキャッシュ・フロー △84,520 5,374

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,335,000 80,500

長期借入れによる収入 － 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △314,058 △330,458

利息の支払額 △77,299 △42,286

配当金の支払額 △51,009 △50,979

その他 △166 △292

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,892,466 656,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △142,025 242,911

現金及び現金同等物の期首残高 481,146 253,219

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 339,120

※１
 496,131
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【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額は23,492,473千円

であります。

※１  有形固定資産の減価償却累計額は23,377,802千円

であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
  至  平成21年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 159,781千円

　 運賃・保管料 616,733　
　 給与手当 174,892　
　 賞与引当金繰入額 25,165　
　 役員退職慰労引当金繰入額 3,056　

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次の通りであります。

　 販売・荷受手数料 169,384千円

　 運賃・保管料 663,844　
　 給与手当 170,601　
　 賞与引当金繰入額 33,012　
　 役員退職慰労引当金繰入額 9,461　

  ２  当社グループは主力部門である水産練製品部門及

びきのこ部門の販売が第２四半期連結会計期間に集

中するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び

利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向

があります。

  ２                  同左

 

 

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
  至  平成21年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 718,474千円

預入期間が３か月超

の定期預金
△379,353千円

現金及び現金同等物 339,120千円
 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 887,718千円

預入期間が３か月超

の定期預金
△391,587千円

現金及び現金同等物 496,131千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日

至  平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,295,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,792

　

　
３  配当に関する事項

  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年９月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 50,979 5.50平成21年６月30日 平成21年９月28日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第１四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

  全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「食品製造販売事業」の割合がいずれも

90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第１四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第１四半期連結累計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

  海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

　 　

　 521.70円
　

　 　

　 497.74円
　

　

 (注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計期間末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,833,627 4,611,658

普通株式に係る純資産額(千円) 4,833,627 4,611,658

普通株式の発行済株式数(千株) 9,295 9,295

普通株式の自己株式数(千株) 29 29

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

9,265 9,265

　

２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
  至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 44.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円
　

１株当たり四半期純利益 23.74円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─円
　

 (注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式がなく、また、前第１四半期連結累計期間は四半

期純損失を計上しているため記載しておりません。

　

       ２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
  至  平成20年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
  至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期連結損益計算書上の四半期純損失
(△)(千円)

△408,731 219,915

普通株式に係る四半期純利益又は
普通株式に係る四半期純損失(△)(千円)

△408,731 219,915

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,270 9,265

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月５日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

監査法人  トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   坂    井    啓    二    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   神    代          勲    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月５日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人  トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    白    井        正     印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    代        勲     印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正

蒲鉾株式会社の平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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